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風

力

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
８
月
17
日
、
風
況
情

報
や
環
境
情
報
な
ど
洋
上
風

力
発
電
を
計
画
す
る
上
で
必

要
な
情
報
を
、
日
本
で
初
め

て
一
元
化
し
た
「
洋
上
風
況

マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
が
銚
子
沖
と
北
九
州
市
沖

で
行
っ
て
き
た
洋
上
風
況
観

測
実
証
事
業
な
ど
の
成
果
が

活
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

同
マ
ッ
プ
に
は
、
高
精
度

の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
得
ら
れ
る
風
況
情
報
に

加
え
て
、
水
深
、
海
底
地
質

等
の
環
境
情
報
、
港
湾
区

域
、
航
路
等
の
社
会
環
境
情

報
な
ど
、
洋
上
風
力
発
電
を

計
画
す
る
上
で
必
要
な
種
々

の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

事
業
化
を
検
討
す
る
際
の
基

礎
情
報
に
加
え
て
、
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
、
保
険
な
ど
様
々
な

場
面
に
活
用
さ
れ
る
「
洋
上

風
況
マ
ッ
プ
」
と
な
る
こ
と

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

風
力
発
電
の
導
入
拡
大
に

は
、
陸
上
の
み
な
ら
ず
、
洋

上
へ
の
展
開
が
不
可
欠
と
な

っ
て
い
る
。
一
方
で
、
洋
上

風
力
発
電
は
陸
上
風
力
発
電

に
比
し
て
コ
ス
ト
が
高
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
事
業
性
を
判

断
す
る
上
で
精
度
の
高
い
風

況
マ
ッ
プ
が
必
要
と
さ
れ
て

き
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
、
今
回

の
マ
ッ
プ
作
成
を
通
し
て
、

洋
上
風
力
発
電
の
事
業
化

加
を
図
っ
て
い
き
た
い
考

え
だ
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
、
２
０
１
５
年
度
末

を
目
処
に
デ
モ
版
を
公
開

し
、
外
部
か
ら
ニ
ー
ズ
や
利

便
性
等
に
関
す
る
意
見
を
聞

き
取
り
、
そ
れ
ら
を
反
映
し

た
最
終
版
を
２
０
１
６
年
度

末
に
公
開
す
る
予
定
。
な

お
、
事
業
の
委
託
予
定
先

は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
産

業
技
術
総
合
研
究
所
、
国
立

大
学
法
人
神
戸
大
学
、
ア
ジ

ア
航
測
株
式
会
社
、
株
式
会

社
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
。
事
業
予
算
は
、
約
２
・

５
億
円
（
２
年
度
間
）
と
な

っ
て
い
る
。

【
問
合
せ
先
】

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

℡
０
４
４-

５
２
０-

５
２
７
３

「
竹
バ
イ
オ
マ
ス
」を

地
域
資
源
に
す
る
た
め
に

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
⑯

Column

小
形
風
力
発
電
機
な
ど
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
製
品

メ
ー
カ
ー
の
ゼ
フ
ァ
ー
は
８

月
４
日
、
ヤ
ン
マ
ー
グ
ル
ー

プ
の
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ

パ
ン
北
海
道
カ
ン
パ
ニ
ー
と

小
形
風
力
発
電
に
関
す
る

業
務
契
約
を
締
結
し
た
と

発
表
し
た
。
北
海
道
の
風
力

発
電
の
導
入
状
況
は
、
設
備

容
量
、
設
置
基
数
と
も
全

国
ト
ッ
プ
。
同
社
は
、
販

売
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
サ
ー
ビ
ス

拠
点
が
充
実
し
た
ヤ
ン
マ
ー

ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
北
海
道
カ

ン
パ
ニ
ー
と
業
務
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
で
、
農
業
分
野

で
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
体
制

を
強
化
さ
せ
、
風
力
発
電
導

入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
北

海
道
で
の
小
形
風
力
発
電

の
売
電
市
場
の
拡
大
を
図

る
考
え
だ
。

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ

ン
は
、
２
０
１
４
年
１
月
に

設
立
し
た
国
内
農
業
機
械
事

業
を
統
括
す
る
販
売
会
社
。

全
国
６
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を
敷

い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
北
海

道
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
北
海
道

地
域
で
農
業
機
械
の
販
売
お

よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
農
業

ＮＥＤＯ

新
た
な
「
洋
上
風
況
マ
ッ
プ
」
を
作
成

事
業
化
に
開
発
に
必
要
な
情
報
を
一
元
化

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
と

業
務
契
約
し
、
農
業
分
野
を
強
化

ゼファー

ⓒ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

売電用の５㌗の小型風力発電機「Ｚｅｐｈｙｒ（ゼファー）９０００」

用
資
材
の
販
売
、
産
業
用
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
販
売
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
農
薬
散
布

の
請
負
な
ど
の
業
務
を
展
開

し
て
い
る
。
北
海
道
全
域
に

35
支
店
を
持
ち
、
ま
た
16
社

の
特
約
店
が
あ
る
。

同
北
海
道
カ
ン
パ
ニ
ー

は
、
今
回
の
契
約
締
結
を
機

に
、
ゼ
フ
ァ
ー
の
メ
イ
ン
製

品
で
あ
る
売
電
用
の
５
㌗
の

小
型
風
力
発
電
機
「
Ｚ
ｅ
ｐ

ｈ
ｙ
ｒ
（
ゼ
フ
ァ
ー
）
９
０

０
０
」
を
北
海
道
地
域
で
販

売
す
る
。
同
北
海
道
カ
ン
パ

ニ
ー
は
、
す
で
に
太
陽
光
発

電
設
備
の
販
売
を
手
掛
け
て

お
り
、
多
数
の
納
入
実
績
が

あ
る
が
、
農
業
関
連
の
顧
客

の
さ
ら
な
る
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
小
形
風
力
発
電
設

備
販
売
に
も
新
規
参
入
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
拡
大
を
目
指
す
。

Ｚ
ｅ
ｐ
ｈ
ｙ
ｒ
９
０
０
０

の
風
車
仕
様
は
水
平
軸
プ
ロ

ペ
ラ
式
。
ロ
ー
タ
ー
直
径
は

５
・
５
㍍
。
定
格
出
力
４
・

９
㌗
、
基
準
出
力
４
・
５

㌗
。
基
準
年
間
発
電
量
は
８

８
０
９
㌗
時
。
平
均
風
速
毎

秒
５
㍍
で
の
年
間
発
電
量
が

８
８
０
９
㌗
（
国
産
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
Ａ
Ｃ
出

力
値
）
と
、
同
等
ク
ラ
ス
の

製
品
で
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
発
電
量
を
誇
る
。
ま

た
、
安
全
性
、
信
頼
性
が
非

常
に
高
く
、
日
本
を
含
む
４

ヵ
国
の
小
形
風
車
認
証
制
度

で
認
証
取
得
し
て
い
る
。

竹
は
、
千
葉
県
大
多
喜
町

の
町
創
生
に
「
大
き
な
」
可

能
性
を
持
ち
、
夢
「
多
い
」

魅
力
と
「
喜
び
」
を
も
た
ら

す
地
域
資
源
で
あ
る
と
言
え

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
在

は
ま
だ
現
実
に
は
な
っ
て
お

ら
ず
潜
在
性
と
し
て
言
え
る

段
階
で
あ
る
。

大
多
喜
町
は
、
面
積
が
約

１
３
０
平
方
㌔
㍍
、
人
口
が

１
万
人
を
わ
ず
か
に
切
っ
た

房
総
半
島
の
中
央
部
に
あ
る

城
と
渓
谷
の
町
で
あ
る
。
か

つ
て
は
、
森
林
業
が
盛
ん
で

あ
っ
た
が
、
今
は
小
規
模
な

木
材
加
工
業
の
営
み
を
、
そ

の
名
残
と
し
て
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
森
林
面
積
は
、
町

の
面
積
の
七
割
で
あ
り
、
森

林
組
合
に
は
い
ま
で
も
数
十

名
の
会
員
が
名
を
連
ね
、
組

織
と
し
て
の
潜
在
性
が
あ
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

筆
者
は
、
本
年
四
月
か
ら

大
多
喜
町
の
老
川
地
区
に
貸

家
を
借
り
て
地
域
活
性
化
活

動
に
身
を
投
じ
て
い
る
が
、

そ
の
地
は
、
か
つ
て
「
老
川

銀
座
」
と
呼
ば
れ
た
木
材
を

筏
組
し
て
養
老
川
を
下
っ
た

積
み
出
し
地
点
で
あ
っ
た
。

当
時
は
、
百
人
も
の
者
が
木

材
筏
流
し
に
従
事
し
て
い
た

と
い
う
。
今
は
、
そ
の
面
影

を
写
真
で
し
か
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

第
一
次
産
業
は
お
ろ
か
、

第
二
次
産
業
も
零
細
化
し
た

林
業
の
衰
退
に
よ
り
森
林
は

放
置
さ
れ
、
荒
れ
た
山
の
姿

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う

だ
ろ
う
、
心
臓
の
鼓
動
も
、

海
波
の
潮
汐
も
、
そ
し
て
季

節
も
春
秋
を
繰
り
返
す
よ
う

に
、
森
林
に
も
、
そ
の
地
域

に
も
、
さ
ら
に
そ
の
地
の
人

や
産
業
に
も
、
再
び
上
昇
の

気
運
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
と
し
て
の
森
林
の
活
用

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
竹
材
か

ら
端
緒
と
す
る
の
は
ど
う
だ

ろ
う
。

大
多
喜
町
に
は
３
０
０
㌶

を
超
え
る
竹
林
が
あ
る
。
竹

は
、
毎
春
、
タ
ケ
ノ
コ
と
し

て
芽
を
出
し
、
一
年
に
数
十

㍍
も
成
長
す
る
。
竹
の
種
類

は
、
世
界
に
は
１
３
０
０
種

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
日
本
に

は
６
０
０
種
を
超
え
る
種
類

が
あ
る
と
い
う
。
大
多
喜
町

は
、
タ
ケ
ノ
コ
の
産
地
で
あ

り
、
あ
く
抜
き
が
不
要
で
刺

身
と
し
て
食
せ
る
よ
う
に
生

産
さ
れ
た
高
付
加
商
品
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
商
売
も

季
節
限
定
で
あ
る
。
年
中
の

産
業
に
仕
上
げ
な
い
と
、
竹

の
産
業
は
拡
大
と
定
着
、
つ

ま
り
持
続
性
と
は
な
ら
な

い
。
こ
の
状
況
を
打
開
で
き

る
の
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

と
し
て
の
竹
の
利
用
で
あ
る
。

最
も
直
達
な
方
法
は
、
燃

料
と
し
て
の
竹
の
利
用
で
あ

り
、
竹
チ
ッ
プ
、
竹
ペ
ッ
ト

が
魅
力
あ
る
商
材
で
あ
ろ

う
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃

料
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

竹
材
の
こ
の
利
用
は
、
可
能

性
は
あ
る
が
ま
だ
広
ま
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
は
、
燃
料
原

材
料
と
し
て
の
問
題
と
、
い

ざ
大
量
に
燃
料
と
し
た
場
合

に
は
、
竹
林
面
積
の
不
足
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
も
あ

る
。
木
材
よ
り
も
成
長
が
速

い
の
で
竹
を
広
葉
樹
に
植
栽

す
る
こ
と
な
く
竹
山
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
を
求
め
た

い
。
大
規
模
で
な
い
地
域
内

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
将
来

の
時
代
を
見
過
ご
し
た
電
力

利
用
で
あ
る
。
地
域
内
（
自

家
）
で
発
電
し
、
地
域
内

（
自
家
）
で
管
理
・
消
費
す

る
地
域
内
（
自
家
）
電
力
で

あ
る
。
燃
料
供
給
の
た
め
の

竹
燃
料
の
製
造
・
供
給
会
社

が
必
要
と
な
る
。

燃
料
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の

方
法
が
あ
る
が
、
ペ
レ
ッ
ト

化
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源
の

燃
料
化
す
る
体
積
率
が
高
く

な
り
、
ま
た
乾
燥
度
も
向
上

す
る
の
で
発
熱
量
も
高
く
な

る
。
ペ
レ
ッ
ト
化
し
た
竹
の

発
熱
量
は
、
高
い
も
の
で
は

４
６
０
０
㌔
㌍
／
㌔
㌘
あ

り
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
よ
り
も

良
好
で
あ
る
。
ま
だ
石
油
系

の
半
分
で
あ
る
が
、
発
熱
量

を
増
加
す
る
方
法
に
は
、
可

燃
材
の
添
加
も
あ
る
。

写
真
に
は
、
一
般
の
木
質

ペ
レ
ッ
ト
燃
料
と
と
も
に
、

ぺ
レ
ッ
ト
化
は
未
了
で
あ
る

が
千
葉
産
の
竹
に
生
活
廃
材

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
添
加
し

て
、
発
熱
量
の
向
上
と
発
熱

量
の
均
一
化
を
ノ
ウ
ハ
ウ
と

し
て
試
作
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク

ル
燃
料
を
示
す
。
こ
れ
を
ペ

レ
ッ
ト
に
す
れ
ば
、
安
定
し

た
固
形
燃
料
と
し
て
商
品
化

で
き
る
だ
ろ
う
。

現
在
、
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
は

円
筒
状
で
あ
る
が
、
対
象
と

な
る
燃
焼
器
具
と
の
供
給
流

動
性
や
燃
焼
特
性
な
ど
を
考

え
る
と
、
ペ
レ
ッ
ト
形
状
の

最
適
化
の
余
地
が
あ
る
。
こ

れ
は
竹
チ
ッ
プ
の
燃
焼
炉
へ

の
供
給
安
定
性
か
ら
の
課
題

で
も
あ
る
が
、
燃
焼
後
の
灰

の
排
出
性
に
つ
い
て
も
検
討

が
い
る
。
同
時
に
、
燃
焼
器

具
（
ス
ト
ー
ブ
）
も
利
用
目

的
に
合
わ
せ
改
良
す
る
余
地

が
あ
る
。
一
番
の
課
題
は
、

価
格
で
あ
る
。
数
十
万
円
も

す
る
ス
ト
ー
ブ
が
家
庭
用
と

し
て
価
格
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
、
普
及
を
度
外

視
し
た
も
の
と
い
え
る
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
適
正
拡

大
、
森
林
山
野
の
整
備
、
雇

用
の
創
出
、
山
間
地
の
経
済

再
生
・
創
生
、
低
炭
素
社
会

の
構
築
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散

化
な
ど
多
く
の
使
命
を
も
つ

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
は
、

竹
材
も
加
え
、
む
し
ろ
こ
れ

を
ス
タ
ー
タ
ー
と
す
れ
ば
、

美
し
い
竹
林
景
観
を
残
し
た

国
土
保
全
ま
で
拡
大
で
き
る

だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
竹
に
つ

い
て
の
関
心
を
高
め
、
竹
文

化
の
復
権
を
確
か
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
用
品
、

地
産
観
光
品
、
ア
ー
ト
、
そ

し
て
バ
イ
オ
化
学
を
活
か
し

た
竹
を
意
識
し
な
い
グ
ッ
ズ

（
製
品
・
商
品
）
に
仕
上
げ

る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
は

社
会
性
の
「
大
き
い
」、
夢

「
多
き
」、「
喜
び
」
あ
る
試

み
で
あ
る
。「
大
多
喜
町
」

か
ら
の
竹
の
発
信
を
筆
者
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
す
る

所
以
で
も
あ
る
。

木質ペレット(右)と、竹をベースにしたリサイクルプラスチック燃料（左)

風況情報 情報を一元化

【洋上風況マップ】


